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令和元年年 10 月 29 日 

                         原 子 力 安 全 対 策 課 

                         ( ３ １ － ２ ４ ) 

                         ＜１５時記者発表＞ 

 

高浜発電所４号機の定期検査状況について 

（蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査結果に対する調査状況） 

 

 

 

 このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。 

 

記 

 

高浜発電所４号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力 87.0 万ｋＷ）は、令和元年９

月 18 日から第 22 回定期検査を実施しているが、３台ある蒸気発生器（ＳＧ）の伝熱

管全数※１について渦流探傷検査(ＥＣＴ)を実施した結果、Ａ－ＳＧの伝熱管１本、 

Ｂ－ＳＧの伝熱管１本、Ｃ－ＳＧの伝熱管３本について、管支持板※２部付近に外面（２

次側）からの減肉とみられる有意な欠陥信号が認められた。 

今後、有意な信号指示があった伝熱管の外観等を確認するため、小型カメラによる

調査等を実施する。 

 なお、この事象による環境への放射能の影響はない。 
 

   ※１ 既施栓管を除きＡ－ＳＧで 3,245 本、Ｂ－ＳＧで 3,248 本、Ｃ－ＳＧで 3,259 本、合計 9,752 本 

   ※２ 伝熱管を支持する部品 

  （令和元年 10 月 17 日 15 時記者発表） 

 

 

［調査状況］ 

  有意な信号指示のあった伝熱管の外観等を確認するため、小型カメラを用いて 

Ｃ－ＳＧ内部（２次側）の調査を行った。 

・有意な信号指示があったＣ－ＳＧ伝熱管３本に幅約４ｍｍから８ｍｍの周方向

のきずがあることを確認した。いずれも光沢のある金属面が確認されているこ

とや、きずの形状から摩耗減肉の可能性が高いことを確認した。 

・傷の位置はＥＣＴおよび外観確認の結果から、全て管支持板下面から約１ｍｍ

下であることを確認した。 

・有意な信号指示があったＣ－ＳＧ伝熱管３本の周辺の管支持板等に接触痕が認

められた。 
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［今後の予定］ 

引き続きＡ、Ｂ－ＳＧ内部（２次側）についても小型カメラによる調査を行う予

定である。 

また、減肉の要因として異物の接触の可能性が考えられることから、ＳＧ器内の

調査を行う予定である。 

問い合わせ先 

原子力安全対策課（清水） 

内線 2353・直通 0776(20)0314 
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伝熱管の拡大平面図
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伝熱管概要
外径：約22.2mm
厚さ：約1.3mm
材質：ｲﾝｺﾈﾙ600合金

（特殊熱処理）

小型カメラで確認したＣ－蒸気発生器伝熱管のきずの状況
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下端より約１㎜

管支持板
下端より約１㎜

※ ２次系配管等に含まれる鉄の微粒子が、給水系統によって蒸気発生器内に流れ集まって伝熱管に付着したもの

減肉率約60％ 減肉率約60％ 減肉率約40％


	01_191029_T4SG損傷プレス（調査状況）All
	01_191029_T4SG損傷プレス（調査状況）
	01_191029_T4SG損傷プレス（調査状況）All
	01_191029_T4SG損傷プレス（調査状況）All
	01_191029_T4SG損傷プレス（調査状況）All
	【R10】（添付）高浜４号機ＳＧ点検状況




	【R10】（添付）高浜４号機ＳＧ点検状況

